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（３）調査は、大潮満潮線を基準として巻き尺を海岸に伸ばし、５m事に方形枠を設定し、 

二枚貝について調査する。(貝殻について・生貝について)  

（４）水質調査を行う。(COD 値・リン酸値について)  

（５）底質調査を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６６６．．．．研究の結果研究の結果研究の結果研究の結果        

（１）聞き取り調査からわかった事 

昔(５０年前から６０年前)に食用にしていただろうと考える二枚貝を中心に、地元の方５

名に、当時２０歳前後の、次の内容について聞き取りを行った。 

【マークの意味】◎・・生貝を沢山食べた。見た。○・・生貝を見た。食べた。 

△・・一つか二つ貝殻をみた。 －・・わからない。覚えていない。 
 

６ ０ 

年 前 

Ｈ氏 

６ ０ 

年 前 

Ｋ氏 

５ ０ 

年 前 

Ｓ氏 

５ ０ 

年 前 

Ｓ氏 

５ ０ 

年 前 

Ｒ氏 

５０年前 

～６０年の

平均 

その他の声 

 





昔は、イソハ 

マグリが、潮 

の引いた海岸 

で 沢 山 見 ら 

れ、潮をシュ 

シュと吹いて 

いたよ! バケ

ツにいっぱい

捕れたよ。味

噌汁でよく食

べたよ。おい

しかったよ。 

①イソハマグリ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 

②ザルガイの仲間 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ 

③リュウキュウマスオガイ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 

④ハボウキ貝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑤ヒメアサリ － ○ ○ ○ ○ ○ 

⑥リュキュウサルボウ － － ○ － ○ △ 

⑦リュウキュウナミノコガイ － － － － ○ △ 

⑧アラスジケマンガイ － ○ ○ ○ － △ 

 

方形枠内の調査 水質調査 水質調査 同定や標本作製作業 

底質調査 底質調査 底質調査 底質調査 

私達と海岸生物が共有できる漢那海岸にしていくために私達と海岸生物が共有できる漢那海岸にしていくために私達と海岸生物が共有できる漢那海岸にしていくために私達と海岸生物が共有できる漢那海岸にしていくために        

宜野座村立宜野座村立宜野座村立宜野座村立漢那小学校漢那小学校漢那小学校漢那小学校「「「「サイエンスクラブサイエンスクラブサイエンスクラブサイエンスクラブ」」」」    

６６６６年年年年    湖城美玖湖城美玖湖城美玖湖城美玖    仲間朝美仲間朝美仲間朝美仲間朝美        山口力哉登山口力哉登山口力哉登山口力哉登    大城大樹大城大樹大城大樹大城大樹    石川和石川和石川和石川和昻昻昻昻５５５５年年年年    根間隆匠根間隆匠根間隆匠根間隆匠    仲村渠瑠珈仲村渠瑠珈仲村渠瑠珈仲村渠瑠珈    

４４４４年年年年    伊藝伊藝伊藝伊藝士来士来士来士来    仲栄真心晴仲栄真心晴仲栄真心晴仲栄真心晴    金城美桜金城美桜金城美桜金城美桜    仲間明日美仲間明日美仲間明日美仲間明日美 

    

    

１．１．１．１．研究の研究の研究の研究の動機動機動機動機        

私達の漢那小の校区に漢那海岸がある。海岸には、国指定の天然記念物であるオカヤドカ

リ類が見られ、潮間帯には貝類や甲殻類が多く見られる。夏の夜の満潮時には、オカヤドカ

リ類や陸性のカニ類が放幼生のため降海する。とても魅力的だ。もっと海岸の事を知りたい

と思った。 

 

 

 

 

 

 

〔漢那海岸〕      〔オカヤドカリ類)       〔カニ類〕 

２．研究の目的２．研究の目的２．研究の目的２．研究の目的    

（１）昔(およそ 50 年前から 60 年前)の漢那海岸の様子を地元の人に聞き取りする。  

（２）現在の漢那海岸について、主に貝類を中心に実態調査をする。  

（３）（１）と（２）の結果と私達の生活との関係について考えていきたい。 

３．研究仮説３．研究仮説３．研究仮説３．研究仮説    

 

漢那海岸の昔の様子や現在の実態を知ることによって、私達と海岸生物が共有できる漢那

海岸にしていくための手だてを考えることができるであろう。 

 

４．研究で注目すること４．研究で注目すること４．研究で注目すること４．研究で注目すること    

 （１）海岸生物のなかでも、特に二枚貝に注目する。  

※その理由:人の暮らしと海岸生物の関係を調査する上で 

食用にする生き物の情報が得られやすいと考えた。その中で 

本海岸の二枚貝類は、主に底質に生活しているものが多いこ 

とがわかり、本研究に適していると考えた。                

５．研究方法５．研究方法５．研究方法５．研究方法  

（１）聞き取り調査。 

（２）実態調査。  

①漢那海岸の地形や環境に注目しながら 

調査ラインを５つ決める。  

・Ａライン・・森の裾野。自然が豊か。 

・Ｂライン・・住宅地と公園に近い。 

・Ｃライン・・農業用水路が注ぎ込む。  

・Ｄライン・・ダムの河口。漢那クリー 

ンセンターの処理済水が注ぎ込む。 

・Ｅライン・・Ｄの延長腺。外洋に近い。 

 

 

〔二枚貝に注目〕

漢那海岸の調査ライン(画像・グーグルより) 

私達と海岸生物が共有できる漢那海岸にしていくために
宜野座村立漢那小学校「サイエンスクラブ」　
６年　湖城美玖　仲間朝美 　山口力哉登　大城大樹　石川和昂
５年　根間隆匠　仲村渠瑠珈
４年　伊藝士来　仲栄真心晴　金城美桜　仲間明日美
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（３）調査は、大潮満潮線を基準として巻き尺を海岸に伸ばし、５m事に方形枠を設定し、 

二枚貝について調査する。(貝殻について・生貝について)  

（４）水質調査を行う。(COD 値・リン酸値について)  

（５）底質調査を行う。 
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シュと吹いて 
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捕れたよ。味

噌汁でよく食

べたよ。おい

しかったよ。 
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私達の漢那小の校区に漢那海岸がある。海岸には、国指定の天然記念物であるオカヤドカ
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〔漢那海岸〕      〔オカヤドカリ類)       〔カニ類〕 

２．研究の目的２．研究の目的２．研究の目的２．研究の目的    

（１）昔(およそ 50 年前から 60 年前)の漢那海岸の様子を地元の人に聞き取りする。  

（２）現在の漢那海岸について、主に貝類を中心に実態調査をする。  

（３）（１）と（２）の結果と私達の生活との関係について考えていきたい。 
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漢那海岸の昔の様子や現在の実態を知ることによって、私達と海岸生物が共有できる漢那

海岸にしていくための手だてを考えることができるであろう。 

 

４．研究で注目すること４．研究で注目すること４．研究で注目すること４．研究で注目すること    

 （１）海岸生物のなかでも、特に二枚貝に注目する。  

※その理由:人の暮らしと海岸生物の関係を調査する上で 

食用にする生き物の情報が得られやすいと考えた。その中で 

本海岸の二枚貝類は、主に底質に生活しているものが多いこ 

とがわかり、本研究に適していると考えた。                

５．研究方法５．研究方法５．研究方法５．研究方法  

（１）聞き取り調査。 

（２）実態調査。  

①漢那海岸の地形や環境に注目しながら 

調査ラインを５つ決める。  

・Ａライン・・森の裾野。自然が豊か。 

・Ｂライン・・住宅地と公園に近い。 

・Ｃライン・・農業用水路が注ぎ込む。  

・Ｄライン・・ダムの河口。漢那クリー 

ンセンターの処理済水が注ぎ込む。 

・Ｅライン・・Ｄの延長腺。外洋に近い。 

 

 

〔二枚貝に注目〕

漢那海岸の調査ライン(画像・グーグルより) 
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上記の結果より、昔の漢那海岸には次の貝が多くみられ、食用にしていた事がわかった。 

☆イソハマグリ 

☆ザルガイの仲間  

☆リュウキュウマスオ貝 

□聞き取り調査に協力して下った皆さん 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）実態調査からわかった事と考察 

①漢那海岸の５調査ラインでの方形枠で確認 

できた二枚貝の貝殻は１９種類。生貝は 

６種類確認できた。 

 

  

 

 

 

 

  確認できた二枚貝の中でも、イソハマグリとヒメアサリの個体数が多い。 

②イソハマグリは、漢那海岸の場合、Ａラインと、Ｂラインに見られ、調査日の大潮満潮線 

より、約１５m～２０m に生息している。 

③底質調査の結果より、イソハマグリは、粗い砂が約６２%から７５%とレキが混ざった底質 

に生息している。 

考察:イソハマグリは粗い砂の底質を好み、細かい砂は水を含むと固くなるので、理在性の

貝殻はすみにくいのではないかと考える。 

④水質調査よりイソハマグリは、COD 値とリン酸値が高くなると確認できない。  

考察:Ｅラインは、水質調査と底質調査の結果から、イソハマグリの生息が予想されたが確

認できなかった。ここは、外洋に近く波が強い場所 

だからだと考える。 

⑤右のように、海岸全体の中でざっくり(大まかに)集 

めた貝殻の大きさは、ほとんどが 3 cm 以下である。 

 考察：昔に比べ、成長のための環境的な要因が 
変化して、個体が小さくなっていると考える。 

安富礼子さん 安富繁さん 

宜野座健勇さん 仲栄真盛昌さん 
興儀繁一さんは次の右下の方です

50年前~60年前の漢那海岸 二枚貝を中心にしたイメージ図

確認できた二枚貝の生貝 

・イソハマグリ   ・ヒメアサリ 

・アラスジケマン貝  ・エガイ 

・ナミノコガイ   ・リュウキュウマスオガイ 
収集した貝の前に立つ 興儀繁一さん

７７７７．．．．全体のまとめと全体のまとめと全体のまとめと全体のまとめと考察考察考察考察    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の研究(聞き取りと実態調査)で、現在までに漢那海岸に砂の補充があったり、新た

な建造物がふえた事がわかった。また、人々の暮らしが、海岸側にどんどん迫ってきてい

ることがわかった。また、水質や水の流れがかわり、田んぼから畑へと変わってきている

ことから、赤土の流出も見られることがわかった。台風等の自然現象も多発し、海岸生物

にとっては、生きにくさがましてきていると考える。しかし、天然記念物のオカヤドカリ

類がまだ多く生息し、二枚貝等も見られたことから、私達と海岸生物が共有できる海岸に

して行くための手だてを工夫していくことで、良い方向に向かうと考える。 

８８８８．．．．仮説に戻って考えた事とこれから仮説に戻って考えた事とこれから仮説に戻って考えた事とこれから仮説に戻って考えた事とこれから    

私達は仮説のように、漢那海岸について、大まかではあるが理 

解をすることができた。そこで、漢那海岸の海岸生物と私達が共 

有できる海岸にするために次のような行動をしたい。①調べた事 

をまとめ多くの人に伝えていく。②海岸の生物と関わる時に小さ 

な心配りをする・むやみに取り過ぎない・チリをすてない等③研 

究を続けてこれからの変化をみつめ、その内容を多くの人に伝える。 

９９９９．参考にした書籍．参考にした書籍．参考にした書籍．参考にした書籍  

○新報サイエンスクラブ研究報告書 2007 年度版 2014 年度版 2017 年度版 

 ○漢那小学校 友利義明先生が作成した海岸生物に関する資料  

○沖縄の海の貝・陸の日 生態・検索図鑑 久保引 黒住耐二  

○沖縄県青少年科学作品展作品集 27 回(漢那小の作品) 28 回(漢那小の作品)  

１１１１００００．調査に協力して下さった方．調査に協力して下さった方．調査に協力して下さった方．調査に協力して下さった方 

□琉球新報サイエンスクラブ担当の皆様・特に沖縄美ら島財団の先生方  

□漢那小学校 校長・安富広子 教頭・長木克憲 教諭・友利義明  

□聞き取り調査に協力して下さった宜野座村の皆さん 

・仲栄真盛昌 ・安富礼子 ・宜野座健勇 ・安富繁 ・興儀繁一  

１１．１１．１１．１１．研究成果の発表の記録研究成果の発表の記録研究成果の発表の記録研究成果の発表の記録    

○平成 30年度国頭地区科学賞展「金賞」 ○沖縄県児童生徒科学作品展「優秀賞」 

１２．１２．１２．１２．参考資料参考資料参考資料参考資料 (本調査のまとめの標本やメンバーの様子) 

 

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    昔（昔（昔（昔（50年前年前年前年前~60 年前年前年前年前））））の漢那海岸の漢那海岸の漢那海岸の漢那海岸 イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    現在現在現在現在の漢那海岸の漢那海岸の漢那海岸の漢那海岸
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上記の結果より、昔の漢那海岸には次の貝が多くみられ、食用にしていた事がわかった。 

☆イソハマグリ 

☆ザルガイの仲間  

☆リュウキュウマスオ貝 

□聞き取り調査に協力して下った皆さん 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）実態調査からわかった事と考察 

①漢那海岸の５調査ラインでの方形枠で確認 

できた二枚貝の貝殻は１９種類。生貝は 

６種類確認できた。 

 

  

 

 

 

 

  確認できた二枚貝の中でも、イソハマグリとヒメアサリの個体数が多い。 

②イソハマグリは、漢那海岸の場合、Ａラインと、Ｂラインに見られ、調査日の大潮満潮線 

より、約１５m～２０m に生息している。 

③底質調査の結果より、イソハマグリは、粗い砂が約６２%から７５%とレキが混ざった底質 

に生息している。 

考察:イソハマグリは粗い砂の底質を好み、細かい砂は水を含むと固くなるので、理在性の

貝殻はすみにくいのではないかと考える。 

④水質調査よりイソハマグリは、COD 値とリン酸値が高くなると確認できない。  

考察:Ｅラインは、水質調査と底質調査の結果から、イソハマグリの生息が予想されたが確

認できなかった。ここは、外洋に近く波が強い場所 

だからだと考える。 

⑤右のように、海岸全体の中でざっくり(大まかに)集 

めた貝殻の大きさは、ほとんどが 3 cm 以下である。 

 考察：昔に比べ、成長のための環境的な要因が 
変化して、個体が小さくなっていると考える。 

安富礼子さん 安富繁さん 

宜野座健勇さん 仲栄真盛昌さん 
興儀繁一さんは次の右下の方です

50年前~60年前の漢那海岸 二枚貝を中心にしたイメージ図

確認できた二枚貝の生貝 

・イソハマグリ   ・ヒメアサリ 

・アラスジケマン貝  ・エガイ 

・ナミノコガイ   ・リュウキュウマスオガイ 
収集した貝の前に立つ 興儀繁一さん

７７７７．．．．全体のまとめと全体のまとめと全体のまとめと全体のまとめと考察考察考察考察    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の研究(聞き取りと実態調査)で、現在までに漢那海岸に砂の補充があったり、新た

な建造物がふえた事がわかった。また、人々の暮らしが、海岸側にどんどん迫ってきてい

ることがわかった。また、水質や水の流れがかわり、田んぼから畑へと変わってきている

ことから、赤土の流出も見られることがわかった。台風等の自然現象も多発し、海岸生物

にとっては、生きにくさがましてきていると考える。しかし、天然記念物のオカヤドカリ

類がまだ多く生息し、二枚貝等も見られたことから、私達と海岸生物が共有できる海岸に

して行くための手だてを工夫していくことで、良い方向に向かうと考える。 

８８８８．．．．仮説に戻って考えた事とこれから仮説に戻って考えた事とこれから仮説に戻って考えた事とこれから仮説に戻って考えた事とこれから    

私達は仮説のように、漢那海岸について、大まかではあるが理 

解をすることができた。そこで、漢那海岸の海岸生物と私達が共 

有できる海岸にするために次のような行動をしたい。①調べた事 

をまとめ多くの人に伝えていく。②海岸の生物と関わる時に小さ 

な心配りをする・むやみに取り過ぎない・チリをすてない等③研 

究を続けてこれからの変化をみつめ、その内容を多くの人に伝える。 

９９９９．参考にした書籍．参考にした書籍．参考にした書籍．参考にした書籍  

○新報サイエンスクラブ研究報告書 2007 年度版 2014 年度版 2017 年度版 

 ○漢那小学校 友利義明先生が作成した海岸生物に関する資料  

○沖縄の海の貝・陸の日 生態・検索図鑑 久保引 黒住耐二  

○沖縄県青少年科学作品展作品集 27 回(漢那小の作品) 28 回(漢那小の作品)  

１１１１００００．調査に協力して下さった方．調査に協力して下さった方．調査に協力して下さった方．調査に協力して下さった方 

□琉球新報サイエンスクラブ担当の皆様・特に沖縄美ら島財団の先生方  

□漢那小学校 校長・安富広子 教頭・長木克憲 教諭・友利義明  

□聞き取り調査に協力して下さった宜野座村の皆さん 

・仲栄真盛昌 ・安富礼子 ・宜野座健勇 ・安富繁 ・興儀繁一  

１１．１１．１１．１１．研究成果の発表の記録研究成果の発表の記録研究成果の発表の記録研究成果の発表の記録    

○平成 30年度国頭地区科学賞展「金賞」 ○沖縄県児童生徒科学作品展「優秀賞」 

１２．１２．１２．１２．参考資料参考資料参考資料参考資料 (本調査のまとめの標本やメンバーの様子) 

 

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    昔（昔（昔（昔（50年前年前年前年前~60 年前年前年前年前））））の漢那海岸の漢那海岸の漢那海岸の漢那海岸 イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    現在現在現在現在の漢那海岸の漢那海岸の漢那海岸の漢那海岸


